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≪学習のねらい≫


　・環境問題について自ら課題を設定し解決することで、学びを深める。


　・理科的、社会科的な視点から課題に取り組むことで、学んだことを生活に活かそうとする態度を


養う。





≪学習の流れ≫


　実施時期　　2月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


社会科�
事前学習


・グループで、それぞれ興味のある環境問題について意見交換し、取り組む課題を設定する。�
■時事にも興味が持てるよう、導入を工夫する。�
�
２


社会科


理科�
調べ学習


・課題に沿って、調べるポイントを決める。


・インターネットや図書を利用し、詳細に調べる。�
■発表には写真や図表も効果的であることを意識させる。�
�
３


社会科


理科�
考察


・課題解決につながる「法案」を作成する。


・グループで発表用スライドを作成する。発表原稿を作成する。�
■スライドの枚数や説明の文字数が多くなりすぎないように気を付けさせる。


�
�
４


社会科


理科�
発表


・発表する。


・環境問題と「法案」との関係性を意識しながら発表を聞く。�
■発表を聞く際は、評価シートを活用し、観点を絞って聞かせる。�
�
5


社会科


理科�
まとめ


・自らが設定した環境問題と「法案」を振り返り、自己評価する。


・発表を聞いて興味を持ったグループの問題について、感想や意見、疑問に思ったことなどを書く。�
■国や社会の取り組み、科学や自然への興味関心を持たせ、さらに発展的な学習への意欲につなげる。�
�



≪成果≫


　・教科横断的に取り組むことで、環境問題を身近にとらえることができた。


　・「法案」を作成することで、課題解決にむけて深い学びができた。


　・考えを交流させることで、さらに環境問題を考えようとする意欲が高まった。








